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ナシを加害するチュウゴクナシキジラミに対する有効な薬剤 

［要約］ナシを加害するチュウゴクナシキジラミに対して、スピネトラム水和剤、クロチ

アニジン水溶剤、ニテンピラム水溶剤が有効である。 
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［背景・ねらい］ 

2011 年 7 月に、県西部のナシ産地においてナシを加害するチュウゴクナシキジラミが発生

し、落葉、すす病の発生等の被害が確認された。本種は国内初確認であるため、発生生態の早

急な解明及び効果的な防除対策の確立が急務となっている。そこで、防除対策の確立のため、

効果の高い薬剤を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．室内検定（データ略）で効果の高かったスピネトラム水和剤（商品名：ディアナ WDG） 

5,000 倍、クロチアニジン水溶剤（商品名：ダントツ水溶剤）2,000 倍、ニテンピラム水溶

剤（商品名：ベストガード水溶剤）1,000 倍をチュウゴクナシキジラミ発生園で散布したと

ころ、散布後の寄生葉率が無散布区と比較して低く、防除効果が高い（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．スピネトラム水和剤（商品名：ディアナ WDG）5,000 倍、クロチアニジン水溶剤（商品名

：ダントツ水溶剤）2,000 倍、ニテンピラム水溶剤（商品名：ベストガード水溶剤）1,000

倍は、平成 24 年 3 月 7 日にチュウゴクナシキジラミに対して農薬登録された。 

 

２．幼虫は、葉裏にも寄生しているので、薬剤は葉裏まできちんとかかるようにていねいに

散布する。 

 

３．スピネトラム水和剤（商品名：ディアナ WDG）はスピノシン系、クロチアニジン水溶剤

（商品名：ダントツ水溶剤）及びニテンピラム水溶剤（商品名：ベストガード水溶剤）は

ネオニコチノイド系殺虫剤である。薬剤の選定にあたっては、感受性の低下を避けるため

同一系統の薬剤の連用及び複数回散布には注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 表 1 チュウゴクナシキジラミに対する薬剤の防除効果（2011 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真 チュウゴクナシキジラミ（左：成虫、右：幼虫） 
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希釈倍数
(倍)

成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫

① ディアナWDG 5,000 ① 3 1 0 0 0 0

　ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ 25% ② 5 2 0 0 1 0

　 平均 4.0 1 .5 0 0 0 .5 0

防除効率1 ) (100) (100 ) (86) (100)

② ダントツ水溶剤 2,000 ① 8 1 1 0 0 0

　ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 16% ② 6 1 0 0 0 0

　 平均 7.0 1 .0 0 .5 0 0 0

防除効率 (95) (100 ) (100) (100)

③ ベストガード水溶剤 1,000 ① 4 2 0 0 0 0

　ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 10% ② 5 3 0 0 0 1

　 平均 4.5 2 .5 0 0 0 0 .5

防除効率 (100) (100 ) (100) (95)

(参考) スミチオン水和剤 1,000 ① 4 1 6 2 1 6

　MEP 40% ② 5 0 3 1 0 10

　 平均 4.5 0 .5 4 .5 1 .5 0 .5 8 .0

防除効率 (23) 0 (88) 0

① 6 2 6 4 5 11

無 散 布 区 － ② 4 1 7 4 4 7

平均 5.0 1 .5 6 .5 2 .7 4 .5 6 .0

1) 防除効率＝｛1-（Ａ×Ｂ）／（Ｃ×Ｄ）｝×１００

　Ａ：散布直前の無散布区の寄生葉率，Ｂ：薬剤散布後各調査日の試験薬剤区の寄生葉率

　Ｃ：散布直前の試験薬剤区の寄生葉率，Ｄ：薬剤散布後各調査日の無散布区の寄生葉率
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